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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、
　前記ハウジング上又は前記ハウジング内に含まれ、１つ又は複数の面上に少なくとも２
つの空間的に制限された照明効果を投射する、少なくとも２つのＬＥＤと、
　前記ハウジング内に含まれるコントローラであって、前記少なくとも２つのＬＥＤに動
作可能に結合され、少なくとも２つの投射照明効果に少なくとも２つの明確な符号化光信
号を同時に担持させるように前記少なくとも２つのＬＥＤを選択的に作動させる、コント
ローラとを含む照明器具であって、
　前記符号化光信号は、少なくとも位置データを含む、照明器具。
【請求項２】
　ハウジングと、
　前記ハウジング上又は前記ハウジング内に含まれ、１つ又は複数の面上に少なくとも２
つの空間的に制限された照明効果を投射する、少なくとも２つのＬＥＤと、
　前記ハウジング内に含まれるコントローラであって、前記少なくとも２つのＬＥＤに動
作可能に結合され、少なくとも２つの投射照明効果に少なくとも２つの明確な符号化光信
号を同時に担持させるように前記少なくとも２つのＬＥＤを選択的に作動させる、コント
ローラとを含む照明器具であって、
　前記少なくとも２つのＬＥＤのうち第１のＬＥＤから発せられた光を、複数の平行な通
路のうちの第１の通路の上方の天井の一部上に投射し、前記少なくとも２つのＬＥＤのう
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ち第２のＬＥＤから発せられた光を、前記複数の平行な通路のうちの第２の通路の上方の
天井の一部上に投射する、照明装置。
【請求項３】
　ハウジングと、
　前記ハウジング上又は前記ハウジング内に含まれ、１つ又は複数の面上に少なくとも２
つの空間的に制限された照明効果を投射する、少なくとも２つのＬＥＤと、
　前記ハウジング内に含まれるコントローラであって、前記少なくとも２つのＬＥＤに動
作可能に結合され、少なくとも２つの投射照明効果に少なくとも２つの明確な符号化光信
号を同時に担持させるように前記少なくとも２つのＬＥＤを選択的に作動させる、コント
ローラとを含む照明器具であって、
　前記少なくとも２つのＬＥＤのうち第１のＬＥＤから発せられた光を、複数の平行な通
路のうちの第１の通路の床上に投射する、照明装置。
【請求項４】
　少なくとも２つの明確な光メッセージは、少なくとも部分的に、前記少なくとも２つの
投射照明効果によって担持される複数の明確な符号化光信号によって伝達される、請求項
１～３の何れか一項に記載の照明器具。
【請求項５】
　前記少なくとも２つの明確な光メッセージは、少なくとも部分的に、前記少なくとも２
つの投射照明効果の複数の異なる色相によって伝達される、請求項１～３の何れか一項に
記載の照明器具。
【請求項６】
　前記少なくとも２つの明確な光メッセージは、少なくとも部分的に、前記少なくとも２
つの投射照明効果の複数の明確な形状によって伝達される、請求項１～３の何れか一項に
記載の照明器具。
【請求項７】
　前記少なくとも２つのＬＥＤによって発せられた光を１つ又は複数の面上に向けるよう
に成形された少なくとも２つの光学素子を含む、請求項１～３の何れか一項に記載の照明
器具。
【請求項８】
　前記少なくとも２つの光学素子の少なくとも１つは、前記少なくとも２つのＬＥＤの少
なくとも１つから発せられる光を非対称形状の投射照明効果へと成形する、請求項７に記
載の照明器具。
【請求項９】
　前記１つ又は複数の照明効果の形状を画定する１つ又は複数の成形開口部を有するマス
クを含む、請求項１～３の何れか一項に記載の照明器具。
【請求項１０】
　前記ハウジングは、壁又は天井に取り付けられる、請求項１～３の何れか一項に記載の
照明器具。
【請求項１１】
　前記少なくとも２つのＬＥＤは、人間には実質的に感知不可能であってモバイルコンピ
ューティングデバイスの光センサによって検出可能にするように選択された強度を有する
前記少なくとも２つの照明効果を投射する、請求項１～３の何れか一項に記載の照明器具
。
【請求項１２】
　前記少なくとも２つの明確な符号化光信号は、複数の異なる位置と関連付け可能である
、請求項１～３の何れか一項に記載の照明器具。
【請求項１３】
　照明器具のコントローラによって、第１の位置に関連付け可能な第１の光メッセージを
伝達する第１の符号化光信号を生成するように、前記照明器具の複数の発光ダイオードの
うちの第１のＬＥＤを選択的に作動させるステップと、
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　前記照明器具によって、前記第１のＬＥＤから発せられた光を第１の面上に投射するス
テップと、
　前記コントローラによって、第１の位置とは異なる第２の位置に関連付け可能な第２の
光メッセージを伝達する第２の符号化光信号を生成するように、前記照明器具の複数のＬ
ＥＤのうちの第２のＬＥＤの照明を選択的に行うステップと、
　前記照明器具によって、前記第２のＬＥＤから発せられた光を前記第１の面又は第２の
面上に投射するステップとを含み、
　前記第１の符号化光信号及び前記第２の符号化光信号は、それぞれ、少なくとも位置デ
ータを含む、方法。
【請求項１４】
　照明器具のコントローラによって、第１の位置に関連付け可能な第１の光メッセージを
伝達する第１の符号化光信号を生成するように、前記照明器具の複数の発光ダイオードの
うちの第１のＬＥＤを選択的に作動させるステップと、
　前記照明器具によって、前記第１のＬＥＤから発せられた光を第１の面上に投射するス
テップと、
　前記コントローラによって、第１の位置とは異なる第２の位置に関連付け可能な第２の
光メッセージを伝達する第２の符号化光信号を生成するように、前記照明器具の複数のＬ
ＥＤのうちの第２のＬＥＤの照明を選択的に行うステップと、
　前記照明器具によって、前記第２のＬＥＤから発せられた光を前記第１の面又は第２の
面上に投射するステップとを含み、
　第１のＬＥＤから発せられた光を投射するステップは、第１のＬＥＤから発せられた光
を、複数の平行な通路のうちの第１の通路の上方の天井の一部上に投射することを含み、
第２のＬＥＤから発せられた光を投射するステップは、第２のＬＥＤから発せられた光を
、前記複数の平行な通路のうちの第２の通路の上方の天井の一部上に投射することを含む
、方法。
【請求項１５】
　照明器具のコントローラによって、第１の位置に関連付け可能な第１の光メッセージを
伝達する第１の符号化光信号を生成するように、前記照明器具の複数の発光ダイオードの
うちの第１のＬＥＤを選択的に作動させるステップと、
　前記照明器具によって、前記第１のＬＥＤから発せられた光を第１の面上に投射するス
テップと、
　前記コントローラによって、第１の位置とは異なる第２の位置に関連付け可能な第２の
光メッセージを伝達する第２の符号化光信号を生成するように、前記照明器具の複数のＬ
ＥＤのうちの第２のＬＥＤの照明を選択的に行うステップと、
　前記照明器具によって、前記第２のＬＥＤから発せられた光を前記第１の面又は第２の
面上に投射するステップとを含み、
　第１のＬＥＤから発せられた光を投射するステップは、第１のＬＥＤから発せられた光
を、複数の平行な通路のうちの第１の通路の床上に投射することを含む、方法。
【請求項１６】
　ハウジングと、
　前記ハウジング内に含まれる第１及び第２のＬＥＤと、
　前記ハウジングに取り付けられ、且つ前記第１及び第２のＬＥＤから発せられた光を１
つ又は複数の面上に向けるように構成された第１及び第２の光学素子と、
　前記第１及び第２のＬＥＤに動作可能に結合され、且つ第１の位置に関連付け可能な第
１の光メッセージを伝達する第１の符号化光信号を生成するように前記第１のＬＥＤの照
明を行い、第１の位置とは異なる第２の位置に関連付け可能な第２の光メッセージを伝達
する第２の符号化光信号を生成するように前記第２のＬＥＤの照明を行うように構成され
たコントローラとを含み、
　前記第１の符号化光信号及び前記第２の符号化光信号は、それぞれ、少なくとも位置デ
ータを含む、照明器具。
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【請求項１７】
　ハウジングと、
　前記ハウジング内に含まれる第１及び第２のＬＥＤと、
　前記ハウジングに取り付けられ、且つ前記第１及び第２のＬＥＤから発せられた光を１
つ又は複数の面上に向けるように構成された第１及び第２の光学素子と、
　前記第１及び第２のＬＥＤに動作可能に結合され、且つ第１の位置に関連付け可能な第
１の光メッセージを伝達する第１の符号化光信号を生成するように前記第１のＬＥＤの照
明を行い、第１の位置とは異なる第２の位置に関連付け可能な第２の光メッセージを伝達
する第２の符号化光信号を生成するように前記第２のＬＥＤの照明を行うように構成され
たコントローラとを含み、
　第１のＬＥＤから発せられた光を、複数の平行な通路のうちの第１の通路の上方の天井
の一部上に投射し、第２のＬＥＤから発せられた光を、前記複数の平行な通路のうちの第
２の通路の上方の天井の一部上に投射する、照明器具。
【請求項１８】
　ハウジングと、
　前記ハウジング内に含まれる第１及び第２のＬＥＤと、
　前記ハウジングに取り付けられ、且つ前記第１及び第２のＬＥＤから発せられた光を１
つ又は複数の面上に向けるように構成された第１及び第２の光学素子と、
　前記第１及び第２のＬＥＤに動作可能に結合され、且つ第１の位置に関連付け可能な第
１の光メッセージを伝達する第１の符号化光信号を生成するように前記第１のＬＥＤの照
明を行い、第１の位置とは異なる第２の位置に関連付け可能な第２の光メッセージを伝達
する第２の符号化光信号を生成するように前記第２のＬＥＤの照明を行うように構成され
たコントローラとを含み、
　第１のＬＥＤから発せられた光を、複数の平行な通路のうちの第１の通路の床上に投射
する、照明器具。
【請求項１９】
　それぞれ前記第１及び第２のＬＥＤによって生み出される第１及び第２の投射照明効果
の形状を画定する第１及び第２の成形開口部を有するマスクを含む、請求項１６～１８の
何れか一項に記載の照明器具。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本発明は、概して、情報を担持する照明効果の投射に向けられる。より詳細に
は、本明細書に開示される様々な発明的方法、システム、装置及び照明器具は、照明器具
によって、情報を伝達する１つ又は複数の照明効果を生じさせるように、１つ又は複数の
面上に１つ又は複数のＬＥＤから選択的に発せられた光を投射することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　デジタル照明技術、即ち、発光ダイオード（ＬＥＤ：light-emitting device
）等の半導体光源に基づいた照明は、従来の蛍光、ＨＩＤ、及び白熱ランプに代わる実行
可能な代替案を提供する。ＬＥＤの機能的長所及びメリットは、高いエネルギー変換及び
光学効率、耐久性、より低い運転コスト、並びに多くの他のものを含む。ＬＥＤ技術にお
ける最近の進歩は、多くの適用例において様々な照明効果を可能にする効率的及びロバス
トなフルスペクトル照明源をもたらした。
【０００３】
　[0003]　複数のＬＥＤベース照明ユニットは、店舗又は空港等の場所に取り付けられ得
る。各ＬＥＤベース照明ユニットは、位置（例えば、店舗内での座標、「通路３」等）に
関連付け可能なデータを担持する符号化光信号を伝達する光を発するように照明を行うこ
とができる。これらの符号化光信号は、店舗内で買い物客をナビゲートする等の様々な目
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的の為に位置データを使用することができる、スマートフォン等のモバイルコンピューテ
ィングデバイスの光センサ（例えば、カメラ）によって検出することができる。しかしな
がら、スマートフォンカメラの視野角が小さい場合がある。多数のＬＥＤベース照明ユニ
ットを配備しなければ、スマートフォンは、必ずしもＬＥＤベース照明ユニットの１つを
検出できるとは限らない場合がある。更に、既存の照明設備を、符号化光信号を発するよ
うに構成されたＬＥＤベース照明ユニットと交換することは、かなりの投資を必要とし得
る。また、複数のＬＥＤベース照明ユニットが中央制御されていなければ、複数のＬＥＤ
ベース照明ユニットによって発せられる符号化光信号を変更することは、大きな労働力を
要する場合があり、及び／又は時間がかかる場合がある。従って、当該技術分野において
、１つ又は複数の符号化光信号を発することによって位置データを提供する為の、より安
価であり、より単純であり、及びより簡単に制御可能な方法に対するニーズが存在する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　[0004]　本発明は、概して、情報を担持する照明効果の投射に向けられる。例えば、様
々な発明的方法、システム、装置及び照明器具は、１つ又は複数の符号化光信号を発する
為の照明器具の１つ又は複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）の選択的照明と、照明器具によ
る、１つ又は複数の照明効果を生じさせる為の１つ又は複数の面上への１つ又は複数のＬ
ＥＤから発せられた光の投射とに関し、１つ又は複数の照明効果は、１つ又は複数の異な
る情報項目を伝達する。場合によっては、照明効果は、空間的に制限されてもよい。
【０００５】
　[0005]　ある態様では、本発明は、作動されると、面上に１つ又は複数の空間的に制限
された照明効果を投射するように構成された１つ又は複数の発光ダイオードを含む照明器
具に関する。照明器具は、１つ又は複数のＬＥＤに動作可能に結合され、及び１つ又は複
数の投射照明効果に１つ又は複数の明確な（互いに異なる）光メッセージを伝達させるよ
うに１つ又は複数のＬＥＤを選択的に作動させるように構成されたコントローラを含んで
もよく、１つ又は複数の投射照明効果の少なくとも１つは、符号化光信号を担持する。
【０００６】
　[0006]　様々な実施形態において、１つ又は複数の明確な光メッセージは、少なくとも
部分的に、１つ又は複数の投射照明効果によって担持される複数の明確な符号化光信号に
よって伝達される。様々な実施形態において、１つ又は複数の明確な光メッセージは、少
なくとも部分的に、１つ又は複数の投射照明効果の複数の異なる色相によって伝達される
。様々な実施形態において、１つ又は複数の明確な光メッセージは、少なくとも部分的に
、１つ又は複数の照明効果の複数の明確な形状によって伝達される。
【０００７】
　[0007]　様々な実施形態において、照明器具は、１つ又は複数のＬＥＤによって発せら
れた光を１つ又は複数の面上に向けるように成形された１つ又は複数の光学素子を含んで
もよい。様々な変形例において、１つ又は複数の光学素子は、射出成形カバープレートと
一体化される。様々な変形例において、１つ又は複数の光学素子の少なくとも１つは、１
つ又は複数のＬＥＤの少なくとも１つから発せられる光を非対称形状の投射照明効果へと
成形するように構成される。様々な変形例において、１つ又は複数の光学素子は、１つ又
は複数の投射照明効果が複数の通路に対応して位置付けられるように、１つ又は複数のＬ
ＥＤによって発せられた光を向けるように成形される。
【０００８】
　[0008]　様々な実施形態において、照明器具は、１つ又は複数の照明効果の形状を画定
するように構成された１つ又は複数の成形開口部を有するマスクを含む。様々な変形例に
おいて、１つ又は複数の成形開口部は、１つ又は複数の照明効果の複数の明確な形状を画
定するように構成される。様々な変形例において、１つ又は複数の成形開口部の少なくと
も１つは、１つ又は複数のＬＥＤの少なくとも１つから発せられた光を非対称形状に画定
するように構成される。
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【０００９】
　[0009]　様々な実施形態において、照明器具は、照明器具に近接した空間の照明を行う
ように構成された汎用光源を含んでもよい。
【００１０】
　[0010]　様々な実施形態において、照明器具は、ハウジングを含んでもよく、１つ又は
複数のＬＥＤ及びコントローラは、ハウジング内に入れられ、ハウジングは、壁又は天井
に取り付けられるように構成される。
【００１１】
　[0011]　様々な実施形態において、１つ又は複数のＬＥＤは、人間には実質的に感知不
可能に及びモバイルコンピューティングデバイスの光センサによって検出可能にするよう
に選択された強度を有する１つ又は複数の照明効果を投射するように構成される。
【００１２】
　[0012]　様々な実施形態において、１つ又は複数の明確な光メッセージは、複数の異な
る位置と関連付け可能である。
【００１３】
　[0013]　別の態様では、本発明は、照明器具のコントローラによって、第１の位置に関
連付け可能な第１の光メッセージを伝達する第１の符号化光信号を生成するように、照明
器具の複数の発光ダイオードのうちの第１の発光ダイオードを選択的に作動させるステッ
プと、照明器具によって、第１のＬＥＤから発せられた光を第１の面上に投射するステッ
プと、コントローラによって、第１の位置とは異なる第２の位置に関連付け可能な第２の
光メッセージを伝達する第２の符号化光信号を生成するように、照明器具の複数のＬＥＤ
のうちの第２のＬＥＤの照明を選択的に行うステップと、照明器具によって、第２のＬＥ
Ｄから発せられた光を第１の面又は第２の面上に投射するステップとを含む方法に関する
。
【００１４】
　[0014]　様々な実施形態において、第１のＬＥＤから発せられた光を投射するステップ
は、第１のＬＥＤから発せられた光を、第１の通路の上方の天井の一部上に投射すること
を含み、第２のＬＥＤから発せられた光を投射するステップは、第２のＬＥＤから発せら
れた光を、第２の通路の上方の天井の一部上に投射することを含む。様々な実施形態にお
いて、第１のＬＥＤから発せられた光を投射するステップは、第１のＬＥＤから発せられ
た光を、第１の通路の床上に投射することを含む。様々な変形例において、第２のＬＥＤ
から発せられた光を投射するステップは、第２のＬＥＤから発せられた光を、第２の通路
の床上に投射することを含む。様々な実施形態において、第２のＬＥＤから発せられた光
を投射するステップは、第２のＬＥＤから発せられた光を、第２の通路の棚上に投射する
ことを含む。
【００１５】
　[0015]　別の態様では、照明器具は、ハウジングと、ハウジング内に含まれる第１及び
第２の発光ダイオードと、ハウジングに取り付けられ、且つ第１及び第２のＬＥＤから発
せられた光を１つ又は複数の面上に向けるように構成された第１及び第２の光学素子と、
第１及び第２のＬＥＤに動作可能に結合され、且つ第１の位置に関連付け可能な第１の光
メッセージを伝達する第１の符号化光信号を生成するように第１のＬＥＤの照明を行い、
及び第１の位置とは異なる第２の位置に関連付け可能な第２の光メッセージを伝達する第
２の符号化光信号を生成するように第２のＬＥＤの照明を行うように構成されたコントロ
ーラとを含んでもよい。
【００１６】
　[0016]　様々な実施形態において、照明器具は、それぞれ第１及び第２のＬＥＤによっ
て生み出される第１及び第２の投射照明効果の形状を画定するように構成された第１及び
第２の成形開口部を有するマスクを含んでもよい。様々な変形例において、第１及び第２
の成形開口部は、第１及び第２の投射照明効果の第１及び第２の明確な形状を画定するよ
うに構成される。様々な実施形態において、第１及び第２の成形開口部の少なくとも１つ
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は、第１及び第２のＬＥＤの少なくとも１つから発せられた光を非対称形状に画定するよ
うに構成される。
【００１７】
　[0017]　本開示の目的で本明細書において使用される場合、「ＬＥＤ」との用語は、任
意のエレクトロルミネセンスダイオード、又は、電気信号に呼応して放射を発生できる、
その他のタイプのキャリア注入／接合ベースシステム（carrier injection/junction-bas
ed system）を含むものと理解すべきである。したがって、ＬＥＤとの用語は、次に限定
されないが、電流に呼応して発光する様々な半導体ベースの構造体、発光ポリマー、有機
発光ダイオード（ＯＬＥＤ）、エレクトロルミネセンスストリップ等を含む。特に、ＬＥ
Ｄとの用語は、赤外スペクトル、紫外スペクトル、及び（通常、約４００ナノメートルか
ら約７００ナノメートルまでの放射波長を含む）可視スペクトルの様々な部分のうちの１
つ又は複数における放射を発生させることができるすべてのタイプの発光ダイオード（半
導体及び有機発光ダイオードを含む）を指す。
【００１８】
　[0018]　例えば本質的に白色光を生成するＬＥＤ（例えば白色ＬＥＤ）の一実施態様は
、それぞれ、組み合わされることで混合して本質的に白色光を形成する様々なスペクトル
のエレクトロルミネセンスを放射する複数のダイを含む。別の実施態様では、白色光ＬＥ
Ｄは、第１のスペクトルを有するエレクトロルミネセンスを異なる第２のスペクトルに変
換する蛍光体材料に関連付けられる。この実施態様の一例では、比較的短波長で狭帯域幅
スペクトルを有するエレクトロルミネセンスが、蛍光体材料を「ポンピング（pumps）」
して、当該蛍光体材料は、いくぶん広いスペクトルを有する長波長放射を放射する。
【００１９】
　[0019]　「光源」との用語は、限定されないが、ＬＥＤベース光源（上記に定義した１
つ以上のＬＥＤを含む）を含む、様々な放射源のうちの任意の１つ以上を指すと理解すべ
きである。所与の光源は、可視スペクトル内、可視スペクトル外、又は両者の組合せでの
電磁放射を発生する。したがって、「光」及び「放射」との用語は、本明細書では同義で
使用される。さらに、光源は、一体構成要素として、１つ以上のフィルタ（例えばカラー
フィルタ）、レンズ、又はその他の光学的構成要素を含んでもよい。また、光源は、次に
限定されないが、指示、表示、及び／又は照明を含む様々な用途に対し構成されることを
理解すべきである。「照明源」とは、内部空間又は外部空間を効果的に照射するのに十分
な強度を有する放射を発生するように特に構成された光源である。このコンテキストにお
いて、「十分な強度」とは、周囲照明（すなわち、間接的に知覚され、また、例えば、全
体的に又は部分的に知覚される前に１つ以上の様々な介在面から反射される光）を提供す
るために空間又は環境において発生される可視スペクトルにおける十分な放射強度（放射
強度又は「光束」に関して、全方向における光源からの全光出力を表すために、単位「ル
ーメン」がよく使用される）を指す。
【００２０】
　[0020]　「照明器具」との用語は、本明細書では、特定の形状因子、アセンブリ又はパ
ッケージの１つ以上の照明ユニットの実施態様又は配置を指すために使用される。「照明
ユニット」との用語は、本明細書では、同じ又は異なるタイプの１つ以上の光源を含む装
置を指して使用される。所与の照明ユニットは、様々な光源の取付け配置、筐体／ハウジ
ング配置及び形状、並びに／又は、電気及び機械的接続構成の何れか１つを有してもよい
。さらに、所与の照明ユニットは、光源の動作に関連する様々な他の構成要素（例えば制
御回路）に任意選択的に関連付けられてもよい（例えば含む、結合される、及び／又は一
緒にパッケージされる）。「ＬＥＤベースの照明ユニット」とは、上記した１つ以上のＬ
ＥＤベースの光源を、単独で又はその他の非ＬＥＤベースの光源との組合せで含む照明ユ
ニットを指す。「マルチチャネル」照明ユニットとは、それぞれ異なる放射スペクトルを
発生する少なくとも２つの光源を含むＬＥＤベースの又は非ＬＥＤベースの照明ユニット
を指すものであり、各異なる光源スペクトルは、マルチチャネル照明ユニットの「チャネ
ル」と呼ばれる。
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【００２１】
　[0021]　「コントローラ」との用語は、本明細書では、一般に、１つ以上の光源の動作
に関連する様々な装置を説明するために使用される。コントローラは、本明細書で説明し
た様々な機能を実行するように、数多くの方法（例えば専用ハードウエアを用いて）で実
施できる。「プロセッサ」は、本明細書で説明した様々な機能を実行するように、ソフト
ウエア（例えばマイクロコード）を使用してプログラムすることのできる１つ以上のマイ
クロプロセッサを使用するコントローラの一例である。コントローラは、プロセッサを使
用してもしなくても実施でき、また、幾つかの機能を実行する専用ハードウエアと、その
他の機能を実行するプロセッサ（例えばプログラムされた１つ以上のマイクロプロセッサ
及び関連回路）の組み合わせとして実施されてもよい。本開示の様々な実施態様において
使用されてもよいコントローラ構成要素の例としては、次に限定されないが、従来のマイ
クロプロセッサ、特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）、及びフィールドプログラマブルゲート
アレイ（ＦＰＧＡ）がある。
【００２２】
　[0022]　様々な実施態様において、プロセッサ又はコントローラは、１つ以上の記憶媒
体（本明細書では総称的に「メモリ」と呼び、例えばＲＡＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ及び
ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、フロッピー（登録商標）ディスク、コンパクトディスク、光
学ディスク、磁気テープ等の揮発性及び不揮発性のコンピュータメモリ）と関連付けられ
る。幾つかの実施態様において、記憶媒体は、１つ以上のプロセッサ及び／又はコントロ
ーラ上で実行されると、本明細書で説明した機能の少なくとも幾つかを実行する１つ以上
のプログラムによって、コード化されてもよい。様々な記憶媒体は、プロセッサ又はコン
トローラ内に固定されてもよいし、又は、その上に記憶された１つ以上のプログラムが、
本明細書で説明した本発明の様々な態様を実施するように、プロセッサ又はコントローラ
にロードされるように可搬型であってもよい。「プログラム」又は「コンピュータプログ
ラム」との用語は、本明細書では、一般的な意味で、１つ以上のプロセッサ又はコントロ
ーラをプログラムするように使用できる任意のタイプのコンピュータコード（例えばソフ
トウエア又はマイクロコード）を指して使用される。
【００２３】
　[0023]　「アドレス可能」との用語は、本明細書では、自分自身を含む複数のデバイス
に向けた情報（例えばデータ）を受信して、自分自身に向けられた特定の情報に選択的に
応答するデバイス（例えば、光源全般、照明ユニット又は固定具、１つ以上の光源若しく
は照明ユニットに関連付けられたコントローラ又はプロセッサ、他の非照明関連デバイス
等）を指すために使用される。「アドレス可能」との用語は、多くの場合、ネットワーク
で結ばれた環境（すなわち、以下に詳細に説明される「ネットワーク」）に関連して使用
され、ネットワークで結ばれた環境では、複数のデバイスが何らかの１つ以上の通信媒体
を介して互いに結合されている。
【００２４】
　[0024]　１つのネットワーク実施態様では、ネットワークに結合された１つ以上のデバ
イスが、当該ネットワークに結合された１つ以上の他のデバイスのコントローラとしての
機能を果たす（例えばマスタ／スレーブ関係において）。別の実施態様では、ネットワー
クで結ばれた環境は、当該ネットワークに結合されたデバイスのうちの１つ以上を制御す
る１つ以上の専用コントローラを含む。通常、ネットワークに結合された複数のデバイス
は、それぞれ、１つ以上の通信媒体上にあるデータへのアクセスを有するが、所与のデバ
イスは、例えば、当該デバイスに割り当てられた１つ以上の特定の識別子（例えば「アド
レス」）に基づいて、ネットワークとデータを選択的に交換する（すなわち、ネットワー
クからデータを受信する及び／又はネットワークにデータを送信する）点で、「アドレス
可能」である。
【００２５】
　[0025]　「ネットワーク」との用語は、本明細書において使用される場合、（コントロ
ーラ又はプロセッサを含む）任意の２つ以上のデバイス間及び／又はネットワークに結合
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された複数のデバイス間での（例えばデバイス制御、データ記憶、データ交換等のための
）情報の転送を容易にする２つ以上のデバイスの任意の相互接続を指す。容易に理解され
るように、複数のデバイスを相互接続するのに適したネットワークの様々な実施態様は、
様々なネットワークトポロジのうちの何れかを含み、様々な通信プロトコルのうちの何れ
かを使用することができる。さらに、本開示による様々なネットワークにおいて、２つの
デバイス間の接続はいずれも、２つのシステム間の専用接続を表わすか、又は、これに代
えて非専用接続を表わしてもよい。２つのデバイス用の情報を担持することに加えて、当
該非専用接続（例えばオープンネットワーク接続）は、必ずしも２つのデバイス用ではな
い情報を担持することがある。さらに、容易に理解されるように、本明細書で説明された
デバイスの様々なネットワークは、ネットワーク全体に亘る情報の転送を容易にするため
に、１つ以上のワイヤレス、ワイヤ／ケーブル、及び／又は光ファイバリンクのリンクを
使用できる。
【００２６】
　[0026]　「符号化光信号」との用語は、情報を伝達する様々な特性を持たせるように選
択的に放射された（変調された）光波を指す。光センサは、符号化光信号を受信するカメ
ラのようなデバイスである。受信された符号化光信号は、伝達された情報を取り出すため
に復調される。
【００２７】
　[0027]　本願で用いられる「選択照明」、「照明を選択的に行う」及び他の類似の用語
は、１つ又は複数の光源に、１つ又は複数の選択された特性を持つ光を放射させることを
指す。これらの特性は、限定されるわけではないが、選択された色相、彩度、輝度、アニ
メーション、温度、担持信号（例えば、符号化光信号）等を含む。
【００２８】
　[0028]　照明効果を指すとき本願で用いられる「空間的に制限された」とは、面上に投
射された光効果が辺り一面ではなく、代わりに、光学素子、成形された開口、１つ又は複
数のレンズ、光源自体等のような照明器具の１つ又は複数の部品により制御される制限さ
れた領域を意味する。幾つかの場合には、空間的に制限された照明効果は、人間に知覚可
能な境界を持つ。他の場合、例えば、放射される光が非常に暗いか、内在する面と類似の
色を持つか、又は赤外線スペクトル範囲である場合、空間的に制限された照明効果は、人
間には知覚可能ではないが、光センサ（例えばカメラ）には知覚可能であってもよい。
【００２９】
　[0029]　なお、前述の概念及び以下でより詳しく説明する追加の概念のあらゆる組み合
わせ（これらの概念が互いに矛盾しないものであることを条件とする）は、本明細書で開
示される本発明の主題の一部をなすものと考えられることを理解すべきである。特に、本
開示の終わりに登場するクレームされる主題のあらゆる組み合わせは、本明細書に開示さ
れる本発明の主題の一部であると考えられる。なお、参照により組み込まれる任意の開示
内容にも登場する、本明細書にて明示的に使用される用語には、本明細書に開示される特
定の概念と最も整合性のある意味が与えられるべきであることを理解すべきである。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
　[0030]　図面中、同様の参照符号は、全般的に様々な図を通して同じ部分を指している
。さらに、図面は必ずしも縮尺通りではなく、重点は全体的に本発明の原理の説明に置か
れている。
【００３１】
【図１】[0031]　様々な実施形態による、本開示の選択された態様で構成された照明器具
が、どのように部屋の中で動作し得るかの一例を示す。
【図２】[0032]　様々な実施形態による、本開示の選択された態様で構成された照明器具
が、どのように部屋の中で動作し得るかの別の例を示す。
【図３】[0033]　様々な実施形態による、本開示の選択された態様で構成された照明器具
が、どのように部屋の中で動作し得るかの別の例を示す。
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【図４】[0034]　様々な実施形態による、本開示の選択された態様で構成された照明器具
が、どのように部屋の中で動作し得るかの別の例を示す。
【図５】[0035]　様々な実施形態による、本開示の選択された態様で構成された照明器具
例の断面図である。
【図６】[0036]　様々な実施形態による、本開示の選択された態様で構成された照明器具
の使用方法を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　[0037]　複数のＬＥＤベース照明ユニットは、店舗又は空港等の場所に取り付けられ得
る。各ＬＥＤベース照明ユニットは、位置（例えば、店舗内での座標、「通路３」等）と
関連付け可能なデータを担持する符号化光信号を伝達する光を発するように照明を行うこ
とができる。これらの符号化光信号は、店舗内で買い物客をナビゲートする等の様々な目
的の為に位置データを使用することができる、スマートフォン等のモバイルコンピューテ
ィングデバイスの光センサ（例えば、カメラ）によって検出することができる。しかしな
がら、多数のＬＥＤベース照明ユニットを配備しなければ、スマートフォンが必ずしもＬ
ＥＤベース照明ユニットの１つを検出できるとは限らない場合がある程、スマートフォン
カメラの視野角が小さい場合がある。既存の照明設備を、符号化光信号を発するＬＥＤベ
ース照明ユニットと交換することは、かなりの投資を必要とし得る。また、複数の別々の
ＬＥＤベース照明ユニットによって発せられる符号化光信号を変更することは、大きな労
働力を要する場合があり、及び／又は時間がかかる場合がある。従って、本出願人らは、
制御が簡単及び／又は便利でもある位置データを提供する為により安価な符号化光信号を
使用する態様を提供することが有益となることを認識及び理解した。
【００３３】
　[0038]　上記を鑑みて、本発明の様々な実施形態及び実装形態が、情報を担持する照明
効果の投射に向けられる。より詳細には、本明細書に開示される様々な発明的方法、シス
テム、装置及び照明器具は、１つ又は複数の符号化光信号を発するように照明器具の１つ
又は複数のＬＥＤの照明を選択的に行うこと、及び照明器具によって、１つ又は複数の明
確な光メッセージを伝達する１つ又は複数の投射照明効果を生じさせるように、１つ又は
複数の面上に１つ又は複数のＬＥＤから発せられた光を投射することに関する。一部の実
施形態では、照明器具の１つ又は複数のコンポーネントは、１つ又は複数のＬＥＤによっ
て発せられる光に空間的に制限された照明効果を投射させるように構成されてもよい。
【００３４】
　[0039]　図１を参照すると、部屋例１００は、床１０２、第１の壁１０４、第２の壁１
０６、第３の壁１０８、及び天井１１０を含む複数の面を含んでもよい。部屋は、より多
くの又はより少ない面を含んでもよく、部屋１００は、単なる例示目的で提供される。部
屋１００は、１つ又は複数の標準的照明器具１１２によって照明が行われ得るが、これは
必須ではない。
【００３５】
　[0040]　本開示の選択された態様で構成された照明器具１２０は、天井１１０に取り付
けられて示されている。照明器具１２０は、複数の光学素子１２２ａ～ｄを含んでもよい
。様々な実施形態において、照明器具１２０は、より多くの又はより少ない光学素子を含
んでもよい。様々な実施形態において、複数の光学素子１２２ａ～ｄのうちの１つ又は複
数は、照明器具１２０に含まれる１つ又は複数のＬＥＤ（図１では不図示）から発せられ
た光を面上に向けるように成形（例えば、拡散レンズとして）されてもよい。従って、集
合的に、複数の光学素子１２２ａ～ｄは、複数の投射照明効果１２４ａ～ｄを部屋１００
の１つ又は複数の面上に投射することができる。様々な実施形態において、光学素子１２
２ａ～ｄは、プラスチック、ガラス等の様々な透明又は半透明材料を用いて構築されても
よい。様々な実施形態において、及び図面において一般的に示されるように、投射照明効
果は、空間的に制限され得る。
【００３６】
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　[0041]　図１の非限定的例では、第１の光学素子１２２ａは、第１の照明効果１２４ａ
を第２の壁１０６上に投射する。第２の光学素子１２２ｂは、第２の照明効果１２４ｂを
第３の壁１０８上に投射する。第３の光学素子１２２ｃは、第３の照明効果１２４ｃを第
１の壁１０４上に投射する。第４の光学素子１２２ｄは、第４の照明効果１２４ｄを床１
０２上に投射する。これらの投射照明効果１２４ａ～ｄの各々は、例えばスマートフォン
１３０等のモバイルデバイスによって、特定の位置と関連付け可能な照明メッセージを伝
達することができる。例えば、スマートフォン１３０上の光センサ（例えばカメラ）が第
１の照明効果１２４ａを「見る」と、スマートフォン１３０は、スマートフォン１３０の
ユーザが第２の壁１０６の近くに立っていることを決定することができる。一部の実施形
態では、スマートフォン１３０は、複数の投射照明効果１２４ａ～ｄのうちの２つ以上を
検出することができる。スマートフォンは、単一の投射照明効果の検出から可能となり得
るよりも、より正確にその位置を決定する為に、三角測量又は他の技術を用いてもよい。
【００３７】
　[0042]　本開示に従って生み出される１つの投射照明効果は、様々な態様で別のものと
区別することができる。一部の実施形態では、各投射照明効果は、明確な符号化光信号を
伝達してもよい。例えば、第１のＬＥＤ（図１では不図示）は、第１の光学素子１２２ａ
を介して符号化光信号αを担持する光を発するように、照明器具１２０のコントローラ（
図１では不図示）によって選択的に作動させることができ、その結果、第１の照明効果１
２４ａもまた符号化光信号αを担持する。第２のＬＥＤ（図１では不図示）は、第２の光
学素子１２２ｂを介して符号化光信号βを担持する光を発するように、コントローラによ
って選択的に作動させることができ、その結果、第２の照明効果１２４ｂもまた符号化光
信号βを担持する。第３のＬＥＤ（図１では不図示）は、第３の光学素子１２２ｃを介し
て符号化光信号θを担持する光を発するように、コントローラによって選択的に作動させ
ることができ、その結果、第３の照明効果１２４ｃもまた符号化光信号θを担持する。第
４のＬＥＤ（図１では不図示）は、第４の光学素子１２２ｄを介して第４の符号化光信号
λを担持する光を発するように、コントローラによって選択的に作動させることができ、
その結果、第４の照明効果１２４ｄもまた符号化光信号λを担持する。
【００３８】
　[0043]　本明細書に記載される符号化光信号は、位置と関連付け可能な様々な種類の情
報を担持することができる。一部の実施形態では、符号化光信号は、全世界的に又は店舗
等の局部的環境内で固有となり得る単純な識別子を担持してもよい。様々な実施形態にお
いて、識別子は、例えばスマートフォン１３０によって、ある環境内のある位置と関連付
け可能であってもよい。例えば、スマートフォン１３０は、第１の投射照明効果１２４ａ
によって担持された識別子を識別子及び関連の位置のデータベース（スマートフォン１３
０のメモリ内又は１つ又は複数のネットワーク上で利用可能）と相互参照させてもよい。
【００３９】
　[0044]　他の実施形態では、符号化光信号は、より直接的に使用可能な位置データを担
持してもよい。例えば、符号化光信号は、店舗内等のスマートフォン１３０がＧＰＳ信号
を検出できない状況においてスマートフォン１３０によって使用することができるＧＰＳ
座標を担持してもよい。別の例として、符号化光信号は、店舗等の特定の環境に関する位
置データを担持してもよい。例えば、投射照明効果１２４ａ～ｄのうちの１つ又は複数は
、「紳士フォーマルウェア」、「青果売り場」、「通路３」、建物内のデカルト座標、建
物内の極座標等の位置識別データを担持してもよい。
【００４０】
　[0045]　投射照明効果を互いにどのように区別することができるかの別の例は、それら
の形状によるものである。例えば、図１では、第１の照明効果１２４ａ及び第２の照明効
果１２４ｂは、略円形であるが、第３の照明効果１２４ｃは、星状に成形される及び第４
の照明効果１２４ｄは、六角形状に成形される。対称及び非対称両方の他の形状が、図１
に示されるものに加えて又はそれらの代わりに使用されてもよい。非対称形状の利点は、
例えばスマートフォン１３０のカメラ画像において非対称形状がどのように現れるかを分
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析することによって、非対称形状の位置に対するスマートフォン１３０の場所を決定する
ことをより簡単にできる点である。例えば、鏡面対称形状は、両側の２つの異なる視点か
ら同じに見える。非対称形状は、これら２つの視点から異なって見える為、画像分析にお
ける曖昧さがより少なくなる。
【００４１】
　[0046]　投射照明効果を互いにどのように区別することができるかの更に別の例は、そ
れらの色相によるものである。担持符号化光信号又は形状に加えて、又はその代わりに、
ＬＥＤは、特定の位置に関連付けられる特定の色相となるように、例えば上述のコントロ
ーラによって選択的に作動されてもよい。スマートフォン１３０は、検出された色相を特
定の位置に関連付けるように構成されてもよい。例えば、照明器具１２０によって紳士用
品売り場に投射される照明効果は青色でもよい一方で、婦人用品売り場に投射される照明
効果はピンク色でもよい。
【００４２】
　[0047]　図２は、本開示の選択された態様で構成された別の照明器具２２０が取り付け
られた、部屋１００に類似した（及び従って類似のコンポーネントが同様に番号を付けら
れる）部屋２００の別の例を示す。照明器具１２０に類似して、照明器具２２０は、複数
の光学素子２２２ａ～ｄ（図２では、ａ及びｄのみが見える）を含む。しかしながら、こ
の例では、照明効果を床２０２及び／又は壁２０４～２０８上に投射する代わりに、照明
器具２２０は、照明効果２２４ａ～ｄを天井２１０上に投射する。図２に示されるように
構成される場合、各照明効果２２４ａ～ｄは、部屋２００の象限に投射されてもよい。部
屋２００のある象限内のスマートフォン２３０は、対応する投射照明効果を検出し、及び
その照明効果の特性（例えば、符号化光信号、色相、形状等）から、部屋２００内でのそ
の位置を概算することができる。一部の実施形態における照明器具２２０は、部屋２００
の照明を行う光学素子２２２ａ～ｄとは分離した一体型汎用光源２２１を含んでもよい。
【００４３】
　[0048]　図３は、本開示の選択された態様で構成された照明器具３２０が天井３１０上
に取り付けられた部屋３００の別の例を示す。再度、前の図面のコンポーネントと類似し
たものは、同様に番号が付けられる。部屋３００内に配置された複数の棚３４０ａ～ｃが
示され、複数の通路３４２ａ～ｄを形成している。便宜上、単純な空間構成要素として示
されているが、複数の棚３４０ａ～ｃは、限定されることはないが食料品棚、衣服用棚、
ハンガーに掛けられた衣服の列等を含む、製品又は他の品物を販売又は陳列する為のどの
ような種類の装備品でもよい。
【００４４】
　[0049]　既に示された照明器具と同じように、照明器具３２０は、複数のＬＥＤ（図３
では不図示）から発せられた光を投射照明効果３２４ａ～ｄとして１つ又は複数の面上に
投射するように構成された複数の光学素子３２２ａ～ｄを含んでもよい。例えば、図３で
は、第１の光学素子３２２ａは、第２の通路３４２ｂ内の第１の棚３４０ａの側面上に略
円形状の第１の照明効果３２４ａの符号化光信号αを投射する。第２の光学素子３２２ｂ
は、第３の通路３４２ｃ内の第３の棚３４０ｃの側面上に略円形状の第２の照明効果３２
４ｂの符号化光信号λを投射する。第３の光学素子３２２ｃは、第２の通路３４２ｂ内の
床３０２上に略星形状の第３の照明効果３２４ｃの符号化光信号βを投射する。第４の光
学素子３２２ｄは、第３の通路３４２ｃ内の床３０２上に略六角形状の第４の照明効果３
２４ｄの符号化光信号θを投射する。ユーザ（不図示）によって第２の通路３４２ｂ又は
第３の通路３４２ｃで携行されたスマートフォン３３０は、照明効果３２４ａ～ｄのうち
の１つ又は複数を検出でき、及び複数の棚３４０ａ～ｃに対するスマートフォン３３０の
位置を決定することができる。
【００４５】
　[0050]　図４は、本開示の選択された態様で構成された照明器具４２０が複数の棚４４
０ａ～ｃの１つの上に取り付けられた別の部屋例４００（同様に表記された前の図面中の
コンポーネントに類似したコンポーネントを有する）を示す。第１の光学素子４２２ａは
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、第２の通路４４２ｂの上方の位置において、天井４１０上に略円形状の第１の照明効果
４２４ａの符号化光信号αを投射する。第２の光学素子４２２ｂは、第１の通路４４２ａ
の上方の位置において、天井４１０上に略星形状の第２の照明効果４２４ｂの符号化光信
号βを投射する。第３の光学素子４２２ｃは、第４の通路４４２ｄの上方の位置において
、天井４１０上に略六角形状の第３の照明効果４２４ｃの符号化光信号θを投射する。第
４の光学素子４２２ｄは、第３の通路４４２ｃの上方の位置において、天井４１０上に略
円形状の第４の照明効果４２４ｄの符号化光信号λを投射する。部屋４００中を携行され
たスマートフォン４３０は、天井４１０上で検出された照明効果４２４ａ～ｄを利用して
、通路４４２ａ～ｄに対するスマートフォン４３０の位置を決定することができてもよい
。
【００４６】
　[0051]　図５は、断面図で、本開示の選択された態様で構成された照明器具例５２０を
示す。照明器具５２０は、複数のＬＥＤ５５４ａ～ｄを上に取り付けることができるプリ
ント回路基板（ＰＣＢ：printed circuit board）５５２を含むハウジング５５０を含ん
でもよい。コントローラ５５６及び電源５５８もまた、ＰＣＢ５５２上に、複数のＬＥＤ
５５４ａ～ｄと動作可能に結合されるように取り付けられてもよい。コード５５９は、電
源５５８をＡＣ電源等の電力源（不図示）に結合することができる。
【００４７】
　[0052]　上述のように、コントローラ５５６は、ＬＥＤ５５４ａ～ｄから発せられた光
が様々な照明特性を有するように、ＬＥＤ５５４ａ～ｄを選択的に作動させるように構成
されてもよい。例えば、コントローラ５５６は、第１のＬＥＤ５５４ａを、それが発する
光が符号化信号αを担持するように作動させてもよい。コントローラ５５６は、第２のＬ
ＥＤ５５４ｂを、それが発する光が符号化信号βを担持するように作動させてもよい。コ
ントローラ５５６は、第３のＬＥＤ５５４ｃを、それが発する光が符号化信号θを担持す
るように作動させてもよい。コントローラ５５６は、第４のＬＥＤ５５４ｄを、それが発
する光が符号化信号λを担持するように作動させてもよい。様々な実施形態において、コ
ントローラ５５６は、追加的又は代替的に、ＬＥＤ５５４ａ～ｄの各々を、異なる色相と
なる又はモバイルコンピューティングデバイス（例えば、スマートフォン１３０、２３０
、３３０、４３０等）によって検出可能な別の照明特性を有するように作動させてもよい
。
【００４８】
　[0053]　マスク５６０は、複数のＬＥＤ５５４ａ～ｄによって発せられる光から作り出
される照明効果の形状を画定する為に設けられてもよい。マスク５６０は、各々が、特定
の形状に複数のＬＥＤ５５４ａ～ｄから発せられる光を成形することができる複数の開口
部５６２ａ～ｄを画定してもよい。図１～４に示される形状並びに他の対称及び非対称形
状を含む任意の形状が画定されてもよい。
【００４９】
　[0054]　様々な実施形態において、上記の１２２ａ～ｄ、２２２ａ～ｄ、３２２ａ～ｄ
、及び４２２ａ～ｄに類似した複数の光学素子５２２ａ～ｄが設けられてもよい。様々な
実施形態において、複数の光学素子５２２ａ～ｄは、複数のＬＥＤ５５４ａ～ｄから発せ
られた光を様々な方向に（図５において矢印で示されるような）、例えば様々な面へと向
けるように成形されてもよい。追加的又は代替的に、様々な実施形態において、複数の光
学素子５２２ａ～ｄは、複数のＬＥＤ５５４ａ～ｄの少なくとも１つから発せられた光を
、対称的又は非対称的に成形された投射照明効果へと成形するように成形されてもよい。
一部の実施形態では、複数の光学素子５２２ａ～ｄは、射出成形プラスチックカバープレ
ート５６４に一体的に形成されてもよいが、これは必須ではなく、及びそれらは他の実施
形態において別々に形成されてもよい。
【００５０】
　[0055]　様々な実施形態において、本開示の選択された態様で構成された照明器具（例
えば、１２０、２２０、３２０、４２０、５２０）は、同時に及び／又は非同時に、複数
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のＬＥＤ（例えば、５５４ａ～ｄ）を選択的に作動させるように構成されてもよい。例え
ば、電力使用量及び／又は摩損を軽減する為に、コントローラ５５６は、一度に複数のＬ
ＥＤ５５４ａ～ｄの１つの照明を行うだけでもよい。コントローラ５５６は、少なくとも
短い期間、照明効果の見通し線内のスマートフォン（例えば、１３０、２３０、３３０、
４３０）が投射照明効果を検出できる可能性が高くなるように十分迅速に複数のＬＥＤ５
５４ａ～ｄの照明を周期的に繰り返してもよい。
【００５１】
　[0056]　一部の実施形態では、本開示の選択された態様で構成された照明器具（例えば
、１２０、２２０、３２０、４２０、５２０）のコントローラ（例えば、５５６）は、各
ＬＥＤが同じ符号化光信号を担持する光を発するように複数のＬＥＤ（例えば、５５４ａ
～ｄ）を選択的に作動させるように構成されてもよい。照明器具により、発せられる光が
明確な形状、サイズ、又は色相を有するようにすることができる。これは、スマートフォ
ン（例えば、１３０、２３０、３３０、４３０）が複数の照明効果を区別できるようにす
る。従って、例えば、単一の照明器具は、あるエリア全体を識別する為に、特定の符号化
光信号を発することができ、及びそのエリアのサブセクションを識別する為に、明確な形
状、色相、サイズ、強度等を有する照明効果を発することができる。
【００５２】
　[0057]　様々な実施形態において、本開示の選択された態様で構成された照明器具（例
えば、１２０、２２０、３２０、４２０、５２０）のコントローラ（例えば、５５６）は
、対応する照明効果が人間の目には完全に又は実質的に感知できない強度を有するように
、複数のＬＥＤ（例えば、５５４ａ～ｄ）を選択的に作動させるように構成されてもよい
。スマートフォンカメラ、特に感度を高める為に一列に複数のピクセル値を加えるスマー
トフォンカメラは、そのような低強度の照明効果を検出するのに特に適し得る。場合によ
っては、照明効果は、商品の棚等の異なる均一性及び／又は色強度を有する面上に投射さ
れる為、それらは、人間の目に見えないことがあり得るが、スマートフォンのデジタルカ
メラには依然見える。一部の実施形態では、本開示の選択された態様で構成された照明器
具（例えば、１２０、２２０、３２０、４２０、５２０）のコントローラ（例えば、５５
６）は、対応する照明効果が環境の周囲又は全体の照明に溶け込む強度を有するように、
複数のＬＥＤ（例えば、５５４ａ～ｄ）を選択的に作動させるように構成されてもよい。
【００５３】
　[0058]　図６を参照すると、様々な実施形態による、本開示の選択された態様で構成さ
れた照明器具（例えば、１２０、２２０、３２０、４２０、５２０）の複数のＬＥＤを選
択的に作動させる方法例６００が示されている。これらの動作は順番に示されているが、
これは限定的なものではなく、及び様々な実施形態において、これらの動作は、同時期に
及び／又は同時に生じる。例えば、動作６０２及び６０４並びに６０６及び６０８の動作
は、ＬＥＤから発せられた光が光の速度で面に伝わる為、事実上同時に生じる可能性が高
い。
【００５４】
　[0059]　ブロック６０２では、照明器具の複数のＬＥＤのうちの第１のＬＥＤ（例えば
、５５４ａ）は、例えばコントローラ５５６によって、第１の位置に関連付け可能な第１
の光メッセージを伝達する第１の符号化光信号を生成するように選択的に作動させること
ができる。ブロック６０４では、第１のＬＥＤから発せられた光を、例えば、１つ又は複
数のマスク開口部（例えば、５６２ａ～ｄ）及び／又は光学素子（例えば、５２２ａ～ｄ
）によって、第１の面上に投射することができる。例えば、図４では、照明器具４２０は
、第２の光学素子４２２ｂから、天井４１０上に第２の照明効果４２４ｂを投射すること
ができる。第２の照明効果４２４ｂは、「通路１」に対応する（例えば、データベース相
互参照によって）符号化光信号βを担持することができる。
【００５５】
　[0060]　ブロック６０６では、照明器具の複数のＬＥＤのうちの第２のＬＥＤ（例えば
、５５４ｂ）は、例えばコントローラ５５６によって、第２の位置に関連付け可能な第２
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の光メッセージを伝達する第２の符号化光信号を生成するように選択的に作動させること
ができる。ブロック６０８では、第２のＬＥＤから発せられた光を、例えば、１つ又は複
数のマスク開口部（例えば、５６２ａ～ｄ）及び／又は光学素子（例えば、５２２ａ～ｄ
）によって、第２の面上に投射することができる。例えば、図４では、照明器具４２０は
、第１の光学素子４２２ａから、天井４１０上に第１の照明効果４２４ａを投射すること
ができる。第１の照明効果４２４ａは、「通路２」に対応する（例えば、データベース相
互参照によって）符号化光信号αを担持することができる。
【００５６】
　[0061]　幾つかの発明実施形態を本明細書に説明し例示したが、当業者であれば、本明
細書にて説明した機能を実行するための、並びに／又は、本明細書にて説明した結果及び
／若しくは１つ以上の利点を得るための様々な他の手段及び／若しくは構造体を容易に想
到できよう。また、このような変更及び／又は改良の各々は、本明細書に説明される発明
実施形態の範囲内であるとみなす。より一般的には、当業者であれば、本明細書にて説明
されるすべてのパラメータ、寸法、材料、及び構成は例示のためであり、実際のパラメー
タ、寸法、材料、及び／又は構成は、発明教示内容が用いられる１つ以上の特定用途に依
存することを容易に理解できよう。当業者であれば、本明細書にて説明した特定の発明実
施形態の多くの等価物を、単に所定の実験を用いて認識又は確認できよう。したがって、
上記実施形態は、ほんの一例として提示されたものであり、添付の請求項及びその等価物
の範囲内であり、発明実施形態は、具体的に説明された又はクレームされた以外に実施可
能であることを理解されるべきである。本開示の発明実施形態は、本明細書にて説明され
る個々の特徴、システム、品物、材料、キット、及び／又は方法に関する。さらに、２つ
以上のこのような特徴、システム、品物、材料、キット、及び／又は方法の任意の組み合
わせも、当該特徴、システム、品物、材料、キット、及び／又は方法が相互に矛盾してい
なければ、本開示の本発明の範囲内に含まれる。
【００５７】
　[0062]　本明細書にて定義されかつ用いられた定義はすべて、辞書の定義、参照するこ
とにより組み込まれた文献における定義、及び／又は、定義された用語の通常の意味に優
先されて理解されるべきである。
【００５８】
　[0063]　本明細書及び特許請求の範囲にて使用される「ａ」及び「ａｎ」の不定冠詞は
、特に明記されない限り、「少なくとも１つ」を意味するものと理解されるべきである。
【００５９】
　[0064]　本明細書及び特許請求の範囲にて使用される「及び／又は」との表現は、等位
結合された要素の「いずれか又は両方」を意味すると理解すべきである。すなわち、要素
は、ある場合は接続的に存在し、その他の場合は離接的に存在する。「及び／又は」を用
いて列挙される複数の要素も同様に解釈されるべきであり、すなわち、要素のうちの「１
つ以上」が等位結合される。「及び／又は」節によって具体的に特定された要素以外の他
の要素も、それが具体的に特定された要素に関連していても関連していなくても、任意選
択的に存在してよい。したがって、非限定的な例として、「Ａ及び／又はＢ」との参照は
、「含む」といった非制限的言語と共に用いられた場合、一実施形態では、Ａのみ（任意
選択的にＢ以外の要素を含む）を指し、別の実施形態では、Ｂのみ（任意選択的にＡ以外
の要素を含む）を指し、さらに別の実施形態では、Ａ及びＢの両方（任意選択的にその他
の要素を含む）を指す。
【００６０】
　[0065]　本明細書及び特許請求の範囲に用いられるように、１つ以上の要素を含むリス
トを参照した際の「少なくとも１つ」との表現は、要素のリストにおける任意の１つ以上
の要素から選択された少なくとも１つの要素を意味すると理解すべきであるが、要素のリ
ストに具体的に列挙された各要素の少なくとも１つを必ずしも含むわけではなく、要素の
リストにおける要素の任意の組み合わせを排除するものではない。この定義は、「少なく
とも１つの」との表現が指す要素のリストの中で具体的に特定された要素以外の要素が、
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それが具体的に特定された要素に関係していても関連していなくても、任意選択的に存在
してもよいことを可能にする。
【００６１】
　[0066]　さらに、特に明記されない限り、本明細書に記載された２つ以上のステップ又
は動作を含むどの方法においても、当該方法のステップ又は動作の順番は、記載された方
法のステップ又は動作の順序に必ずしも限定されないことを理解すべきである。
【００６２】
　[0067]　請求項において、括弧内に登場する任意の参照符号は、便宜上、提供されてい
るに過ぎず、当該請求項をいかようにも限定することを意図していない。
【００６３】
　[0068]　特許請求の範囲においても上記明細書においても、「備える」、「含む」、「
担持する」、「有する」、「含有する」、「関与する」、「保持する」、「～から構成さ
れる」等といったあらゆる移行句は、非制限的、すなわち、含むがそれに限定されないこ
とを意味すると理解すべきである。米国特許庁特許審査手続便覧の第２１１１．０３項に
記載される通り、「～からなる」及び「本質的に～からなる」といった移行句のみが、制
限又は半制限移行句である。

【図１】 【図２】
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